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実証試験結果 
1.1 熱・光学性能及び環境負荷・維持管理等性能 
(1) 熱・光学性能及び環境負荷・維持管理等性能試験結果*1 

 
色 1 色 2 

屋外暴露

試験前 
屋外暴露

試験後 
屋外暴露 
試験前 

屋外暴露 
試験後 

日射反射率 

近紫外及び

可視光域*2 （％）     

近赤外域*3 （％）     

全波長域*4 （％）     

明度 （―）     

修正放射率（長波放射率） （―）     

*1：屋外暴露試験前の結果は、試験結果（試験体数量=3）の平均値である。測定した試験体の

うち、日射反射率（全波長域）が 2 番目に大きいものを屋外暴露試験に供した。その試験

による性能劣化を把握するため、屋外暴露試験後に測定を行った。 
*2：近紫外及び可視光域の波長範囲は、300 nm～780nm である。 
*3：近赤外域の波長範囲は、780 nm～2500nm である。 
*4：全波長域の波長範囲は、300 nm～2500nm である。 

 

(2) 明度と日射反射率（全波長域）の関係 

 

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

日
射
反
射
率
（
全
波
長
域
）
 
ρ

e
 （

％
）

109876543210

明度 V

 実証対象技術
 高反射率塗料（黒色）
 高反射率塗料（灰色）
 高反射率塗料（白色） 
 一般塗料（黒色）
 一般塗料（灰色）
 一般塗料（白色）
 比較基準線

 

図－１  明度と日射反射率（全波長域）の関係 
 

※左図は、平成 20 年度及び平成

21 年度環境技術実証事業ヒート

アイランド対策技術分野（建築

物外皮による空調負荷低減等技

術）において実証を行った高反

射率塗料と一般塗料の明度と日

射反射率（全波長域）の関係を

示したものである。 
※明度 V が 10 に近い白色では、

一般塗料と高反射率塗料とで日

射反射率に差はほぼ無い。高反

射性率塗料は、近赤外域での反

射率を高くする技術を使用して

おり、白色でない、灰色あるい

は黒色でも日射反射率を高くす

る機能を持っている。左図に示

したように、白色では一般塗料

と高反射率建材との間で差はな

いが、灰色、黒色では明らかに

日射反射率に差が現れている。

（詳細は、詳細版本編 31 ページ

【注意事項】） 


